
Ⅰ－２ 授業記録 

ねらい：温度計を正しく使って，水が氷になるときの温度と体積の変化を調べ，記録することができる。 

学習活動 主な発問（T）と児童の反応（・） 留意点 ※評価 

１ 前時の学習

内容を確認し，

本時の学習の

見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

２ 学習問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予想をたて

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：前回までは，水を熱したときの様子を確かめてまとめました。

水を熱したときのことはわかったので，「次に何してみたい？」

と言ったら，みなさんから，「水を冷やしてみたい。」という声

があがりました。 

 

T：前に「水を冷やすとどうなるか」というアンケートを取った

ので，その結果を話したいと思います。 

 ・こおりになる ・冷たくなる ・0℃以下なら氷になる。 

T：今日は，水を冷やしたらどうなるかを確かめたいと思います。 

 

 

 

T：下に予想を書く場所があります。1つ目は「温度変化」です。

水を冷やしていくとどのように変化していくのか，グラフにか

いてみましょう。2つ目は，体積についてです。氷になったと

きに，水と比べて体積が大きくな

るか，小さくなるか，変わらない

か予想を立ててみましょう。 

 

温度変化 

①       ②      ③      ④ 

 

 

 

 

<各予想グラフの，児童の述べた理由> 

① あたためたときと同じように（100℃のままだったように）

0℃のまま冷えて，もっと冷やすともっと下がる。 

② どんどん冷たくなると思うから 

③ 0℃に近くなっていって，水をあたためたときはそのまま変

わらなかったから。 

④ 急に下がって，時間がたつと 0℃より下のところで平らにな

ると思った。 

体積変化 

・大きくなる。ペットボトルに水を入れて凍らせたら，大きくな

ったことがある。 

・小さくなる。前，水を冷やす実験の時も，冷やすと小さくなっ

たから。 

・変わらない。冷やすだけだから，体積は変わらないと思う。 

・生活経験をもとに発言

させる。 

・温度変化について支店

をあたえる。 

・事前に取ったアンケー

トを活用し，温度や形

状について考えさせて

いく。 

 

 

 

 

・水を冷やしていくとき

の温度変化の予想を簡

単なグラフにしてかか

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習事項である液体か

ら気体への変化を想起

させる。（グラフを掲示

し想起しやすくする。） 

 

・生活経験や聞いたこと

があることなどをもと

に，多くの児童に発言

させる。 

 

・前単元「物の体積と温

度」の水を冷やしたと

きの実験を想起させ

る。 

 

水を冷やしていくと，水の温度はどのように変わるのだろうか。

また，水になったときの体積はどうなっているのだろうか。 

0 0 0 0 



 

４ 実験方法の

説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 結果の整理 

 

 

 

 

７ 結果の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ わかったこ

との記入と次

時の確認 

 

（児童が教卓前に集合） 

T：氷に塩を入れて，寒剤とい

うものを作ります。薬さじを

使って試験管を差し込みま

す。 

  30秒ごとに温度を読み取って，ワークシートに記入します。 

 そのときに，試験管をやさしく持って，凍るようにおまじない

をします。凍り始めたらそおっとしておきます。 

  記録係，時計係，温度計読み係に分かれて実験をします。 

 

 

 

・0℃で凍ってきたよ。ちょっ

とだけ凍ってる。 

・なんか固くなっている。 

・凍ってきた！でも，完全には

凍ってないな。 

・－10℃になった。 

・あ，（水の時に比べて体積が）

増えてる!! 

 

T：グラフに結果をかきうつして下 

さい。体積の変化も確認して下さ

い。 

 

 

T：結果を確認します。 

 

T：1 班から 7 班に，共通して   

言えることは何でしょうか。 

・0℃以下になると，少しずつ

しか温度が変わらない。 

・0℃よりも下がる 

T：温度変化について，共通することは何でしょうか。 

・0℃ぐらいのところで，ちょっと一定になる。 

・温度がそこからさらに下がっている。 

 

T：わかったことを，ワークシートに書いて下さい。 

（数分後） 

T：わかったことをかいてもらっていますが，もう 1時間時間を

取って，確認をしたいと思います。 

 

・実験がスムーズに行え

るように，予め授業者

が試験管に水を入れて

おき，目印用ビニール

テープを貼っておく。

また，食塩も定量はか

り取っておく。 

・過冷却を防ぐために「お

まじない」という言葉

を用いて，温度計をや

さしく回すようにさせ

る。 

 

※【技能】（観察・記録） 

温度計を正しく使って，

水が氷になるときの温度

と体積の変化を調べ，記

録することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・代表児童のワークシー

トをデジタルカメラで

撮影し，テレビに映し

て全員で確認する。 

 

 

 

 

 

・授業後，体積が増加し

た水を試験管立てに立

てておく。常温に戻っ

たときの体積を確認さ

せる。 



 


